
2023年10月3日
公益社団法人ガールスカウト日本連盟

公益社団法人ガールスカウト日本連盟（会長：間奈々恵、以下「ガールスカウト日本連盟」）

は、第5回「コミュニティアクション チャレンジ100アワード」の受賞者を決定しました。

プレスリリース

報道関係者各位

すべての少女と女性が自分らしく生きられる社会の実現を目指して

第5回コミュニティアクション チャレンジ100アワード
受賞者決定

コミュニティ（社会）で起きている社会的課題に対して、「すべて

の少女と女性が自分らしく生きられる社会」の構築に貢献すべく活

動し、変化をもたらしたプロジェクトを募集し、年度ごとに審査の

うえ、優れた活動を表彰します。

5回目となる本年は、19件の応募があり、ガールスカウト審査員お
よび外部審査員による厳正な審査のもと、受賞者を決定しました。

■第5回「コミュニティアクション チャレンジ100アワード」

表彰式　 2023年10月22日（日）13：00～14：10　
会場　　東京ウィメンズプラザ（東京都渋谷区神宮前）

※表彰式は「ガールズメッセ」のプログラムの一つとしておこなわれます。取材のお申し込みは担当まで
お問い合わせください。

「コミュニティアクション チャレンジ100アワード」概要
ガールスカウト日本連盟は、日本のガールスカウト運動100周年の記念事業の一つとしてこの賞を創
設しました。より多くの人が「少女と女性が自分らしく生きられる社会」の構築に寄与し、持続可能
な社会を実現することを目指しています。

募集期間：2022年4月1日～2023年3月31日
最終審査委員：
　・審査員長　橋本ヒロ子氏（学校法人十文字学園女子大学名誉教授・国連ウイメン日本協会会長）
　・髙木幹夫氏（日能研 代表取締役）　　　　　　　　　
　・ガールスカウト日本連盟 役員および教育・指導者委員会委員長
受賞特典：
　・グランプリ：表彰状の授与 ゴールドピン贈呈 賞金10万円
　・コミュニティアクション賞：表彰状の授与 シルバーピン贈呈 賞金5万円
　・チャレンジ賞：表彰状の授与
　・日能研賞：表彰状授与　他副賞予定
ウェブサイト：https://www.girlscout.or.jp/cac100/

ガールズメッセ2022での表彰式



グランプリ 該当なし

コミュニティ

アクション賞
（2グループ）

「レッドリボンときずな」

あまおうれっど　（中学生、成人）
レッドリボン運動に興味・関心を持ってもらうため、市の男女
共同参画動画支援事業に応募し、HIVとエイズに関するアニメー
ションを制作した。高校生や大学生に見てもらってアンケートを
行い、意識変化を分析し、市のイベントなどでワークショップを
実施した。

「ガールスカウトがつなぐ畑の恵み幸せの輪」

スカウト菜縁　（小学生、中学生、成人）
耕作放棄地の畑をお借りして菜園を作ることで町の環境美化に
つなげ、さらに収穫した野菜をフードバンクに寄付することで
貧困問題の支援につなげた。

日能研賞

「メディアリテラシー視点の性教育を考える」

さーもん（高校生）
少女が自分の体を知ることでより自分らしく生きられるようになるためには性教育の知
識が必要であると考え、自分の通う学校でメディアリテラシーの観点を用いた性教育の
授業を取り入れてもらえるよう保健体育の先生に交渉し、内容についても協力して中学1
年生全員に授業をしてもらうことができた。

チャレンジ賞

（3グループ）

「みんなde照らす！！ パープルリボンキャンペーン」
ひなたザウルス 
（小学生、中学生、高校生、大学生、成人）
女性や少女への暴力がなくなり、誰もがSOSを出せる社会を目指
し、県内5カ所でパープルリボンキャンペーンに関するイベントを
開催し、若い人たちにキャンペーンやジェンダーの問題を伝えた。

「私たちにできるSDGs ～給食牛乳ストローレス
キャンペーン～」

希望ある未来へ羽ばたく私たち　（小学生、成人）
マイクロプラスチックの問題を知ったことから、自分の身近な
給食のプラスチックを減らすために牛乳パックのストローを使
わないように呼びかけ、全校での削減を実現した。

「パープルリボンで暴力根絶プロジェクト」

missionパープル（高校生）
ジェンダー平等の問題をに関心を持つ人を増やすため、自分の
住む市でパープルライトアップ実施を目指して啓発活動を行い、
市に実施を依頼した。

《プレスリリースについてお問い合わせ》

公益社団法人ガールスカウト日本連盟　宮岡

Tel：03-3460-0701  Fax：03-3460-8383  E-mail：gsj_pr@girlscout.or.jp　
〒151-0066　東京都渋谷区西原1-40-3


